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AstVは 1970年代に胃腸炎の乳児から最初に発見
されたプラス鎖一本鎖 RNAウイルスで［1］，鳥類に
感染するアブアストロウイルス属（Avastrovirus）と
哺乳類に感染するマムアストロウイルス属
（Mamastrovirus）の 2属がある［2］。それぞれ 3種お
よび 19種が知られていたが，近年多くの追加種が提
案されている［3］。MuAstVは野生マウスからの報
告を最初に，1975年には実験マウスからも分離さ
れ［4］，2010年代に入ると実験動物に関する論文発
表が相次いだことから実験動物の感染症として知ら
れるようになったことは既報の通りである［5］。
2020年 8月，実験施設からのMuAstV-2検出が論文
発表された［6］。これは実験動物におけるMuAstV-2

の最初の報告であった。以下，MuAstV-2の特徴を当
該論文から抜粋する。なお，表 1にマウス，ラット，
ヒトのマムアストロウイルスについてまとめた［2, 6–10］。
実験マウスのMuAstV-2は，定期的微生物評価の

ために廃棄床敷混入を行っているおとりマウス，お
よびマウスのリンパ節由来細胞株から最初に検出さ
れた。おとりマウス糞便より分離の 2株，細胞株よ
り分離の 1株がメタゲノム解析，ウイルスゲノム全
配列決定，ML法による系統樹解析によりMuAstV-2
と同定された。いずれも過去に報告されているニュー
ヨーク市の野鼠から分離されたMuAstV-2と 89.2～
89.9%のヌクレオチド同一性を示し［9］，実験マウ
スの感染症として知られている従来のMuAstVとの
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アストロウイルス（Astrovirus，AstV）は多くの哺乳類から分離されているウイルスの一つで，
マウス，ラット，ウサギなどの実験動物からも報告がある。実験マウスの感染症としてはマウスア
ストロウイルス（Murine Astrovirus，MuAstV）が知られているが，2020年に新たなマウスアストロ
ウイルス 2（Murine Astrovirus 2，MuAstV-2）に関する報告があった。実験動物感染症の情報として，
MuAstV-2について紹介する。

実験動物感染症の現状

表 1　マウス，ラットおよびヒトのアストロウイルス（抜粋暫定版）
宿主 種名 *1 通称 略称 属名
マウス – （未分類） マウスアストロウイルス /

マウスアストロウイルス 1 
MuAstV / MuAstV-1 Mamastrovirus

– （未分類） マウスアストロウイルス 2 MuAstV-2 Mamastrovirus

ラット *2 – （未分類） ラットアストロウイルス RAstV Mamastrovirus

ヒト Mamastrovirus 1 ヒトアストロウイルス
（古典的ヒトアストロウイルス）

HAstV
1型～ 8型

Mamastrovirus

Mamastrovirus 6 ヒトアストロウイルス HAstV
MLB1～MLB3

Mamastrovirus

Mamastrovirus 8 ヒトアストロウイルス HAstV
VA2（VA4，VA5，HMO-A）

Mamastrovirus

Mamastrovirus 9 ヒトアストロウイルス HAstV
VA1，VA3（HMO-B，
HMO-C）

Mamastrovirus

*1International Committee on Taxonomy of Viruses (ICTV) の Virus Taxonomy: 2020 Release　に記載の種名。
*2Rattus norvegicus から分離したアストロウイルスを記載。
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同一性は 50％未満であった。また，同様に過去報告
の香港・中国のクマネズミ属（Rattus sp.）由来ラッ
トアストロウイルス（Rat Astrovirus，RAstV）の塩基
配列との類似性もみられた［10］。
免疫正常マウスへのウイルス経口投与による感染

実験で，免疫正常マウスに経口感染が成立すること，
接種 3日後には糞便に排出され，少なくとも 21日後
まで排出が継続することが確認された。陽性マウス
の臨床症状は，自然感染マウス，実験感染マウスの
いずれにおいても，無気力，円背位などを含め全く
認められなかった。
重度免疫不全マウスに関しては，NCG（NOD-

Prkdcem26Cd52Il2rgem26Cd22/NjuCrl）へのウイルス経口投
与による感染実験で，糞便中へのMuAstV-2排出が
認められず，感染は成立しなかった。また，
MuAstV-2陽性マウスと同居させた NSG（NOD.Cg-
Prkdcscid Il2rgtm1Wjl/SzJ）において，肉眼的な臨床症状
を認めなかった。重度免疫不全動物は通常，ウイル
ス感染症を持続的に保有し高レベルのウイルスを放
出し，臨床症状を呈するのが一般的であるが，
MuAstV-2に関し NCG，NSGのいずれも一般的な経
緯をとらないという想定外の結果であった。このこ
とから，MuAstV-2の侵入あるいは複製において，両
系統で欠失しているサイトカインのシグナル伝達経
路の少なくとも 1つが必要である可能性がある。
ラットにおけるマウスと同様の感染実験では，感

染が成立しなかった。
陽性コロニーからのMuAstV-2排除は，汚染が確

認された動物室の動物数を必要最小限まで減らし，
その中から糞便利用の qRT-PCRにより陰性動物を確
定してMuAstV-2フリーの動物室に移し，最終的に
汚染動物室から動物が全ていなくなった後に二酸化
塩素系消毒薬にて除染を行うことにより成功した。
マウス室のMuAstV-2汚染の原因は，実験を行っ

ていた研究施設への野鼠侵入，およびそこからマウ
ス室への汚染源持ち込みが最も有力と考えられた。
仮定を裏付けるように，施設敷地内で捕獲された野
鼠からもMuAstV-2が検出された。マウス細胞株の
MuAstV-2汚染の原因は，共培養していた別細胞に起
因する可能性とともに，細胞株供給元でのウイルス
混入の可能性もあったことから，供給元にMuAstV-2
検出の報告を行った。
上記の報告内容から，MuAstV-2はラットに感染し

ない，マウス特有のウイルスであると考えられる。

免疫不全マウスへの感染性については今後の報告を
待つ必要があるが，少なくとも NSG，NCG両系統に
は感染が成立しないという特性を有する。陽性動物
に臨床症状が認められず，実験への影響に関する情
報もないことから，マウス施設の監視対象とする必
要性は現時点ではないと思われる。今後の実験動物
におけるMuAstV-2に関する続報が望まれる。
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